
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上は日本三名鐘の一つ「音の三井寺」として有名な鐘撞き堂 

右の使用写真：能『三井寺』シテ・味方玄(みかたしずか)  

於：京都観世会館 撮影：金の星渡辺写真場 
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                                                                    TEL・FAX  077-527-3636 
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清
ら
か
な
水
と
緑
に
囲
ま
れ
た
さ
ざ
波
の
大
津
の
こ
の
辺
り
は
、
古
く
か
ら 

芸
能
の
都
で
し
た
。 

 

「
推
古
天
皇
の
御
代
に
聖
徳
太
子
が
帰
化
人
の
秦
河
勝(

は
た
の
か
わ
か
つ)

に 

言
い
つ
け
て
、
世
の
平
安
の
祈
り
と
多
く
の
人
達
の
楽
し
み
に
と
芸
能
を
創
作 

さ
せ
、
子
孫
が
そ
れ
を
代
々
継
承
し
、
大
和
の
春
日(

か
す
が)

と
近
江
の
日
吉 

(

ひ
え)

の
両
神
社
に
奉
納
す
る
様
に
な
っ
た
」
と
、
能
の
始
ま
り
に
つ
い
て
世 

阿
弥
の
書
い
た
風
姿
花
伝(

ふ
う
し
か
で
ん)

に
あ
り
ま
す
。 

 

日
吉
神
社
に
奉
仕
し
て
い
た
犬
王(

い
ぬ
お
う)

・
道
阿
弥(

ど
う
あ
み)

の
優
美
な 

芸
は
、
年
下
で
大
和
の
座
頭
と
な
る
世
阿
弥
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
物
真
似 

か
ら
幽
玄
な
能
へ
大
成
さ
せ
ま
し
た
。
日
吉
の
座
に
は
そ
の
後
を
継
ぐ
者
が
な 

く
絶
え
た
の
が
残
念
で
す
が
、
今
も
湖
西
に
犬
王
の
血
が
流
れ
て
い
る
の
で
は 

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

さ
て
、
能
に
つ
い
て
解
り
易
く
述
べ
ま
し
ょ
う
。
若
い
人
達
に
「
能
は
日
本 

の
オ
ペ
ラ
」
と
よ
く
紹
介
し
ま
す
。
楽
器(

囃
子)

は
笛
・
小
鼓(

こ
つ
づ
み)

・
大 

鼓(

お
お
か
わ)

・
太
鼓(

た
い
こ)

で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
に
台
詞(

せ
り
ふ)

・
歌
・
舞 

を
あ
わ
せ
て
、
一
曲
を
演
じ
ま
す
。
オ
ペ
ラ
程
大
が
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
澄
み
透
っ
た
美
し
さ
と
力
強
さ
は
、
日
本
人
の
磨
か
れ
た
感
性
に
よ
る
も 

の
で
、
欧
米
人
も
驚
く
程
。
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
多
く
の
国
で
上
演
さ
れ
て 

い
ま
す
。 

 

能
の
テ
ー
マ
は
大
き
く
五
種
類
に
分
け
ら
れ
、
喜
怒
哀
楽
の
人
の
心
や
、
樹 

木
の
心
に
も
及
び
深
く
純
な
心
が
描
か
れ
て
い
て
、
忙
し
い
現
代
人
の
よ
い
勉 

強
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
能
は
英
国
の
古
い
劇
作
家
で 

有
名
な
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
二
百
年
以
前
、
今
か
ら
七
百
年
前
の
中
世
に
観
阿 

弥
・
世
阿
弥
の
父
子
に
よ
り
大
成
し
ま
し
た
が
、
今
も
活
々
と
迫
り
決
し
て
古 

い
も
の
で
な
く
、
日
本
の
誇
り
と
し
て
後
世
に
皆
で
伝
え
た
い
大
切
な
宝
で
す
。 

 

大
津
謡
曲
同
好
会
で
は
、
少
し
で
も
若
い
人
達
に
伝
え
た
い
と
「
世
阿
弥
の 

曲
に
親
し
む
会
」
を
年
十
回
催
し
、
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。 

 

 
 
 
 

大
津
市
文
化
連
盟 

勧
世
流
謡
曲 

名 

誉 

師 

範 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
津
謡
曲
同
好
会 

北 

村 

初 

子 

 
 

 
  



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         能の演目の中に一番多く出てくるのが

「逢坂山」ではないでしょうか？日本の歴史から見ても大津

に限らず滋賀県で一番良く出て来る地名はやはりこの逢坂

山(関)になります。 

逢坂山が登場する能の演目は『安宅』、『蟻道』、『玄上』、

『隅田川』、『関寺小町』、『蝉丸』、『第六天』、『田村』、『竹生

島』、『融』、『鳥追舟』、『六浦』、『盛久』、『熊野』となんと多く

の演目があります。 

『安宅』では 

二月の、きさらぎの十日の夜月の都を立ち出でて。これやこの行くも

帰るも別れては。知るも知らぬも逢坂の山の山隠す。霞ぞ春は怨めし

き霞ぞ春は怨めしき・・ 

『熊野』(ゆや)では 

・・東路をさして行く道の。軈て休らふ逢坂の関の戸ざしもも心して。

明け行く後の山見えて。・・ 

『鳥追舟』では 

すはすは群島の稲葉乃雲に立ち去りぬ。また何時か逢坂の木

綿附け鳥か別れの聲・・ 

 

         「勢多の唐橋」は古代からある全国

的に有名な橋ですから、やはり能舞台 

にも多く登場するのも当然かも・・ 

『烏帽子折』、『絵馬』、『鸚鵡小町』、『兼平』、『隈坂』、 

『正尊』、『田村』、『東国下』、『朝長』、『盛久』 

『隈坂』では 

山越えて。近江路なれや湖乃。近江路なれや湖の。粟津の森

も見え渡る勢多の長橋うち過ぎて。野路篠原に・・ 

 

       石山寺と云えば紫式部ですが、西国巡礼

一三番札所で古くから観音詣での多くの人 

が行き交ったところです。 

『鸚鵡小町』、『源氏供養』、『田村』、『朝長』、 

『田村』では 

 逢坂の山を越ゆれば浦波乃。粟津の森や陽炎乃。石山寺を

伏し拝みこれも清水寺乃一仏。 

 

           近江八景の「唐崎の夜雨」で名高い 

唐崎の松は代替わりするも現在も守られています。 

 『兼平』、『源氏供養』、『志賀』、『自然居士』、『三井寺』 

 『志賀』では 

 志賀辛崎の松風までも、千声の春ののどけさよ 

 

                 近江神宮の北側にひっそりと

あり紀貫之を祀っています。紀 

貫之は「古今和歌集」の選者の中心人物ですから、ここが 

演目に登場するのは意外に多いのです。 

 『蟻道』、『女郎花』、『桜川』、『志賀』、『草子洗小町』、

『東北』、『融』、『氷室』 

 『桜川』では 

 花の雪も貫之も古き名のみ残る世の。桜川瀬瀬の白波しげけ

れば霞を流す。 

 

               上の「福皇子神社」のすぐ近くで、

地元では『大友国主神社』とも云われています。 

 『志賀』、『草子洗小町』、『飛雲』、 

『草子洗小町』では 

 これは大伴の黒主にて候。さても明日内裏にて御歌合せあるべ

しとて。黒主が相手には小野小町を御定め候。 

 

                   蝉丸を祀ったことから芸能 

の神様と云われ、三井寺別 

所の高観音と深い関係のあ 

る神社。蝉丸はこの辺りに住まいしていたとか？ 

『蝉丸』では 

 逢坂の。関の清水に影見えて、今や引くらん望月の駒乃歩

みも近づくか。水も走井の影見れば。 

 

         三井寺の鐘は、日本の三名鐘の一つ

として美しい音色が有名です。 

 『三井寺』では 

 我が子に逢はんと思はば。三井寺へ参れとあらたに御霊夢を

蒙りて候。 

他にも関寺跡、延暦寺、義仲寺、横川中堂、堅田浮御堂、 

真野、比良、日吉大社、今井兼平の墓等々あります。美人

であったと有名な小野小町に関しての演目は多いです。 

 

 

 

 

 

能・狂言には幾つか流派があって全国に愛好者がおられます。大津市にも平成八年本格的な能舞台が造られまし

た。そこは「大津市伝統芸能会館」としてこれまで多くの演目が上演されてきました。昨年度は開館２５年周年

となる年で記念の行事も予定されていましたが、コロナ禍により今年度にまたがっての事業が予定されていま

す。皆さんはこの伝統芸能会館にどれ程足を運んでおられますか？ここでは能・狂言だけでなく、落語の公演や

お茶のお稽古でも利用されています。最近では長等小学校の高学年生が狂言の稽古を積んで、学年最後の発表会

も行っています。大津には能に登場する有名な場所が本当に沢山あります。「伝統芸能」が少しは身近な物にな

るかもと今号ではそんな場所を取り上げてみました。 
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  1999年に1年間、ドイツに住みました。ドイツには、

フリーマーケットの全国の情報誌があって、毎月どこの

町のどの広場でどんなマーケットが開催されるかが掲載

されています。いろんな町に行って楽しみました。ある

時、ベルギーのブリュッセルに行ったとき、市電の通り

でフリーマーケットをやっていて、延々と果てしなく市

民が店を出していて、終わりがないかと思われるくらい

の盛大なフリーマーケットで、感動してしまいました。 

ヨーロッパの町には、必ずいくつか広場があって、フ

リーマーケット、サーカス、遊園地が開催されます。ヨ

ーロッパでは観覧車のある遊園地が移動していくんで

す。フリーマーケットも立派な文化だと思いました。ク

リスマスには、どこの町も市役所広場などでクリスマス

マーケットが開かれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔、西山夘三先生の講演で、ヨーロッパの町と日本の

町の違いは広場の有無で、日本ではかつて芝居や相撲な

どの催し物を道路や寺、神社でやっていたが、近代にな

って道路が車に占領されて、文化会館などに吸収された

が、ヨーロッパでは広場が健在でいろいろな市民の催し

物が生きているという話を聞きました。 

 瀬田のフォレオで始めた手作りマーケットは大津京ブ

ランチに広がっていますが、何年間か続けた中町商店街

のフリーマーケットは、市の路政課が場所代を出せと突

然言ってきて、ほぼ消滅しました。大津駅前広場でフリ

ーマーケットをやりたいと言い続けているのですが、

JR 駅長は音楽などの催し物は歓迎だが、金銭の授受を

伴うフリーマーケットはダメと言われて、実現してい

ません。しかし、市が大津駅前の道路を改修してマル

シェを始めているので、4月から賑やかになるかもしれ

ません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一つやりたいことがあります。ドイツのアーヘンに 

住んでいた時に、人形劇場に行きました。古くてカッ

コいい人形劇場でした。大津の古い町家を使って人形

劇場をつくりたいと思っています。夢ですが。京都の

人形劇団「あとりえミノムシ」に見に行きましたが、

人形劇団に来てもらって公演すると8万～10万円かか

るそうです。たとえ人形劇場をつくっても、運営して

いくのはかなり難しいことになりますね。 

 [ 大津の町家を考える会 会長 竺 文彦 ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               『大津の町家を考える会』の竺会長は、この『大津百町瓦版』にドイツ 

              への留学をされたときの感想報告等を二回ほど寄せて頂いています。 

今回は三度目になると思いますが、大津のまちづくり諦めておられませ

ん。魅力あるまちづくりはどうすれば出来るのでしょうか？ 

【 ヴュルツブルク市の通りに出ているワイン醸造所＆レストランの看板 】 

 

 

上の写真は大津市と姉妹都市のドイツ・ヴュルツブル

ク市。人口約１３万人で大学、専門大学、音大の学生

が２万３千人います。日本と縁の深いシーボルトはこ

の町の出身です。また市内にはトラムが走り、観光で

訪れた大津市民はフリーパスを頂けるそうです。 

 

ロマンティック街道沿いの町の風景。大津も昔は高観

音から見た町屋根は本当にきれいでしたね。 

 

 

６月１３日(日)午後２時開演 

      運命に翻弄される姉弟の優しさと悲

しみに満ちた物語。蝉丸神社は多くの方に知られて

いますが、この『蝉丸』こそ観て頂きたいです。 

７月１０日(日)午後２時開演 

      伝統芸能会館に最も近い謡蹟、三井寺 

が舞台の能。中秋の名月の中鐘を撞きさらわれた我

が子と再会を果たすお話です。 

指定Ｓ席は蝉丸\6,500 三井寺\5,500 

問合せ先大津市伝統芸能会館 ☎077-527-5236 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『大津の町家を考える会』のこの季刊誌『大津百町瓦

版』では、幾つか大津の町家を訪問して大津の町家を掲

載してきました。 

 瓦版は継続発行してからでも既に１０年約３０号に

もなります。生活の場として住み続けてこられた町家も

この１０年でかなり様変わりして来ています。 

 これまで『大津百町瓦版』に掲載してきた大津にあっ

た町家や伝統的な建物を、今回はパネルにして多くのみ

なさんに見て頂こうと「パネル展示会」を開催すること 

                  にしました。 

                   そんなに念

入りに取材・調

査した訳では

ないですが、よ

く見てみます

とちょっとび

っくりするこ 

２０１６年１０月 No.３１ 掲載     ともあります。 

  

 

 

 

 

     ２０１７年４月 No.３３ 掲載 

 パネルを見られたらきっと 

ご存じのお宅も出てくると思 

います。無くなってしまった 

町家や歴史ある建造物が大津 

から消えていく、時代の流れ 

かも知れませんが残念です。 

             ２０１８年１月No.３５ 掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                          
 
  

そ
こ
は
上
の
写
真
の
と
お
り
長
等
神
社
楼
門
の 

前(

白
壁
の
建
物)

に
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

何
と
な
く
気
に
な
っ
て
ち
ょ
っ
と
訪
ね
て
み
ま
し 

た
。
表
に
は
『
一
会
和
堂
』
と
ア
ル
ミ
製
の
金
属
看 

板
が
？
確
か
以
前
こ
こ
に
は
高
橋
和
堂
さ
ん
の
「
大 

津
絵
作
房
」
と
い
う
工
房
兼
店
舗
が
あ
り
ま
し
た
。 

和
堂
さ
ん
は
長
等
神
社
参
道
に
あ
る
「
大
津
絵
の 

店
」
の
三
代
目
高
橋
松
山
さ
ん
の
次
男
で
昭
和
三
四 

年
独
立
し
工
房
を
持
た
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

そ
の
和
堂
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
二
年
前
に
旧
工
房
を 

改
修
さ
れ
、
そ
し
て
『
一
会
和
堂(

い
ち
え
わ
ど
う) 

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
』
と
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
れ
て
い
ま 

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
さ
い
な
が
ら
も
素
敵
な
雰
囲
気
の
建
物
で
こ
こ 

の
主
で
あ
る
高
橋
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
だ
具
体
的

な
取
り
組
み
は
十
分
に
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
津
百

町
の
中
で
の
体
験
型
ツ
ア
ー
（
大
津
絵
を
中
心
と
し

た
）
や
「
大
津
絵
散
歩
」
な
ど
に
よ
っ
て
自
然
な
形
で

大
津
を
知
っ
て
も
ら
う
！
楽
し
ん
で
も
ら
う
！
企
画

を
行
い
、
将
来
的
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
も
対
象
に
し

た
事
業
を
展
開
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

ま
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ 

ウ
ス
で
は
、
お
茶
（
立
礼 

に
よ
る
）
の
教
室(

現
在
開
講
中)

や
様
々
な
講
座
を
開
い
た
り 

の
活
用
も
考
え
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。 

ち
な
み
に
『
大
津
百
町
館
』
で
委
託
販
売
し
て
い
ま
す
荷
物 

に
な
ら
な
い
大
津
土
産
。
大
津
絵
の
栞
と
絵
葉
書
は
『
一
会
和 

堂
』
さ
ん
の
商
品
で
す
。 

住 
所
： 

大
津
市
小
関
町
四
―
一
七 

電 

話
： 
０
８
０ 

３
０
０
４ 

７
７
９
７(

高
橋) 

 モ
ッ
ト
ー
は 

で
あ
い
・
く
つ
ろ
ぎ
・
あ
そ
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   

      

 

           『瓦版』はカラー印刷にして３年目に      

なります。掲載したお家やお店にもお送りし 

ていますが、バックナンバーを欲しいとか、「きになるお店」 

に掲載を申出る方もあって喜んでいます。  [ Ｋ．Ａ ] 

 

 


